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磁気刺激法に関する委員会報告

磁気刺激法に関する委員会では，磁気刺激のスタンダードな方法（脳波と筋電図22：218-219，

1994．，脳波と筋電図24：83-84，1996．)，動物実験での安全性（脳波と筋電図26：265-267，1998．)，

臨床での安全性（脳波と筋電図21：76-78，1993．，脳波と筋電図24：229-231，1996．）などについて

検討を重ね，提言を行った（脳波と筋電図27：306，1999．)。

最近，低頻度経頭蓋磁気刺激法が治療に用いられているが，これに関するガイドラインはない。数年

前に検査のための指針が出されたが，低頻度経頭蓋磁気刺激法を治療に用いることは考慮していなかっ

た。低頻度経頭蓋磁気刺激法を治療に用いる時には，安全性を考慮して刺激回数を最大週500回を上限

として施行することが提案され，委員会ではほぼ妥当な刺激回数の上限であると考えられた。これ以外

の刺激のパラメータについては，高頻度経頭蓋磁気刺激法での指針に添って行うことが望ましいと考え

られた。
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本学会名誉会員 安原基弘先生（関西医科大学名誉教授）が平成12年６月８日永眠されました。

謹んでご冥福をお祈りいたします。

お知らせ

第 回日本脳腫瘍の外科学会

会 期：2000年9月22日（金)，23日（土)

会 場：山形国際交流プラザ（〒990-0076山形市平久保100 TEL：023-635-3100）

主 題：１．脳腫瘍の外科と脳科学の進歩―脳科学は脳腫瘍治療結果に貢献したか―

２．グリオーマ 手術の進歩

３．手術手技の工夫

海外招待者：１．Prof.Raymond Sawaya

(University of Texas,MD Anderson Cancer Center,USA）

２．Prof.Helmut Bertalanffy

(Phillips University of Marburg,Germany）

３．Prof.JamesＷ.Wheless

(University of Texas at Houston,USA)

４．Prof.Michael R.Gaab

(Ernst-Moritz-Arndt University of Greifswald,Germany）

問合せ先：〒990-9585山形市飯田西2-2-2

山形大学医学部脳神経外科

TEL：023-628-5349 FAX：023-628-5351


